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一般質問（要旨）

議
員　

国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

し
、
市
町
村
間
の
格
差
が
生
じ
な
い
た

め
に
、
県
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

市
町
村
で
は
、
17
の

基
幹
シ
ス
テ
ム
を
国
の
仕
様
に
移
行
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
人

材
や
体
制
が
十
分
で
な
い
市
町
村
に
対

し
て
は
、
県
が
必
要
な
助
言
な
ど
を
行

い
、
足
並
み
が
そ
ろ
う
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
全
市
町
村
と
共
同
で

整
備
し
て
い
る
「
電
子
申
請
・
届
出
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
は
自
治
体
の

果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

原
動
力
と
し
た
取
り
組
み
が
待
た
れ
る
。

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
※1

と
の
連

携
、
啓
発
を
含
め
た
推
進
体
制
の
整
備

が
必
要
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

知
事　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
今
後
は
既
存
の
登
録
認

証
制
度
と
の
ひ
も
付
け
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

認
証
を
推
進
す
る
と
と
も
に
成
功
事
例

や
支
援
策
な
ど
の
啓
発
を
図
り
、
県
民

や
企
業
な
ど
の
理
解
促
進
に
取
り
組
む
。

議
員　

将
来
に
わ
た
る
農
業
大
県
実
現

に
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
生
産
性

向
上
が
必
要
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
担

い
手
の
規
模
拡
大
な
ど
に
役
立
つ
が
、

効
果
の
見
極
め
が
難
し
く
、
導
入
の
手

引
き
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
は
、
最

新
情
報
の
収
集
や
人
材
の
育
成
に
加
え
、

栽
培
管
理
技
術
と
収
量
・
品
質
と
の
関

係
を
見
え
る
化
し
て
共
有
す
る
な
ど
、

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
る
。

（
ほ
か
に
、
中

小
企
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け

た
人
材
の
育
成
、

持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
な

ど
も
質
問
）

議
員　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
も
環
境

負
荷
を
軽
減
し
た
持
続
可
能
な
農
業
へ

の
変
換
が
不
可
欠
で
あ
り
、
意
識
改
革

が
必
要
。
生
産
・
消
費
な
ど
各
段
階
で

の
取
り
組
み
が
待
た
れ
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

本
県
農
業
の
持
続
的

な
発
展
に
は
、
環
境
負
荷
軽
減
の
取
り

組
み
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
認
識
。

生
産
面
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
農
業
者

や
関
係
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
需
要
拡

大
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、

持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
コ
ロ

ナ
対
策
、
デ
ジ

タ
ル
分
野
の
女

性
活
躍
推
進
な

ど
も
質
問
）

川口　政弥 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出

田村　けい子 議員
公　　明　　党
つ く ば 市 選 出

議
員　

脳
脊
髄
液
減
少
症
は
事
故
や
ス

ポ
ー
ツ
の
衝
撃
な
ど
で
発
症
し
、
頭
痛

や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
出
る
疾
患
で
、

全
国
で
数
十
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

実
態
調
査
と
相
談
・
医
療
体
制
の
確
立

が
必
要
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
も
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
・
県

と
も
に
患
者
数
把
握
が
困
難
な
状
況
。

早
期
診
断
・
治
療
の
た
め
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
診
療
可
能
な
県
内
医
療
機
関

を
公
表
し
、
保
健
所
な
ど
で
相
談
に
応

じ
、
医
療
機
関
の
案
内
も
行
っ
て
い
る
。

議
員　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、

限
ら
れ
た
労
働
力
で
一
人
一
人
の
生
産

性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。
ド
ロ
ー
ン

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し

た
農
業
振
興
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
は
、
生
産

性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
有
効
な
手

段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
導
入
コ
ス

ト
の
見
極
め
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
導

入
に
向
け
、
費
用
対
効
果
を
ま
と
め
た

手
引
き
の
活
用
や
、
技
術
的
な
助
言
を

行
え
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

東
京
高
裁
で
本
事
件
に
お
け
る

警
察
や
検
察
の
違
法
捜
査
や
偽
証
な
ど

が
認
定
さ
れ
、
判
決
が
確
定
し
た
。
県

警
に
は
え
ん
罪
を
生
み
、
真
犯
人
を
逃

が
し
た
重
大
な
責
任
が
あ
る
。
判
決
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
ま
ず
は
原
告
へ
の

謝
罪
が
必
要
で
は
な
い
か
。
見
解
は
。

警
察
本
部
長　

再
審
無
罪
判
決
、
今
回

の
国
家
賠
償
控
訴
審
判
決
を
厳
粛
に
受

け
止
め
、
引
き
続
き
緻
密
か
つ
適
正
な

捜
査
を
徹
底
し
、
県
民
の
期
待
と
信
頼

に
応
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

東
海
第
二
原

発
再
稼
働
問

題
、
米
農
家

の
経
営
支
援

な
ど
も
質
問
）

議
員　

多
く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
る
時
代

の
中
、
教
育
の
原
点
で
あ
る
義
務
教
育

段
階
に
お
い
て
常
に
物
事
に
疑
問
を
持

ち
、
考
え
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に

応
じ
て
、
情
報
の
信
頼
性
を
確
か
め
る

学
習
や
、
情
報
を
吟
味
す
る
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
問
題
解
決
型
の

学
習
を
行
う
ほ
か
、
考
え
る
力
の
育
成

を
目
指
す
授
業
の
公
開
や
研
修
に
よ
り

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

災
害
用
食

品
備
蓄
の

推
進
、
ひ

き
こ
も
り

対
策
な
ど

も
質
問
）

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

え
ん
罪
布
川
事
件
※3

国
賠
裁
判
高
裁
判
決

考
え
る
力
の
育
成

脳
脊
髄
液
減
少
症
※2

患
者
へ
の

医
療
提
供
と
支
援

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
農
業
振
興

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
体
制
の
強
化

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

持
続
可
能
な
農
業
の
あ
り
方

10
月
25
日
、
県
議
会
と
常
磐
大
学
お
よ

び
常
磐
短
期
大
学
は
、
相
互
連
携
・
協
力

に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
は
、
卒
業

生
の
県
内
就
職
率
が
８
割
を
超
え
、
若
者

の
県
内
定
着
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
学
科
と
幼
児
教
育
保
育
学
科

も
有
し
て
お
り
、
来
春
に
は
、
大
学
院
看

護
学
科
研
究
科
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
本
協
定
に
基
づ
き
、
専
門
家
や

学
生
な
ど
か
ら
の
意
見
聴
取
や
議
員
向
け

講
義
な
ど
を
通
し
て
、
県
議
会
の
政
策
立

案
機
能
の
向
上
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

議
員
と
学
生
と
の
意
見
交
換
や
議
長
な
ど

に
よ
る
大
学
で
の
講
義
な
ど
を
通
じ
て
、

学
生
の
地
域
課
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
本

県
の
将
来
を
担
う
人
財
の
育
成
に
も
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
声
を
直
接
聴
き
、
県
議
会
審
議
に
生
か
す
た
め
、

「
県
民
と
の
青
空
対
話
議
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、
９
月
25
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
県
民
の
方
々
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
事
業
環
境
、
行
政
に
望
む
支
援
、
今
後
の
取
り
組
み
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
、
10
月
30
日
に
茨
城
大
学
の
屋
外
で
青
空
の
下
開

催
さ
れ
、
高
校
生
と
大
学
生
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
の

現
状
と
課
題
、
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
た

想
い
、
県
議
会
や
県
庁
に
期
待
す
る
こ
と
、
若
者
の
投
票
率
の
低

い
現
状
な
ど

に
つ
い
て
意

見
を
頂
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
頂

い
た
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を

県
議
会
審
議

に
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

常
磐
大
学
お
よ
び
常
磐
短
期
大
学
と
相
互
連
携
・

協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

「
県
民
と
の
青
空
対
話
議
会
」を
開
催
し
ま
し
た

ことば

ことば

※1【ステークホルダー】…直接的または間接的に影響を受ける利害関係者のこと。
※2【脳脊髄液減少症】…脳を浮かべている脳脊髄液が漏れることで、頭痛やめまい、倦怠感など多様な症状が出る疾患。原因として交通事故やスポーツによる外傷、転倒などが指摘されているほか、原

因不明な場合もある。

※3【布川事件】…昭和42年に利根町布川で発生した強盗殺人事件。捜査が難航する中、2名が犯人として逮捕され、無期懲役判決が確定。2名は服役したが、その後、自白の任意性などに疑義があるとし
て再審公判が開始され、平成23年に無罪が確定。さらに、違法な取り調べなどがあったとして、国と茨城県に対し国家賠償請求訴訟が提訴され、今年9月、東京高裁にて被告に賠償を命
じる判決が確定。

自動運転田植機による田植え 有機栽培の様子

脳脊髄液減少症に支援の手をドローンによる農薬散布

協定を締結した常井洋治議長（左から7人目）と富田敬子学長（右から6人目）
茨城大学で開催された「県民との青空対話議
会」の様子（中央右から常井議長、石井副議長）

▶頭痛・めまい・吐き
　気などを引き起こす


